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日要の'* fヨ「内文論
関係データベースにおける重要な研究課題の」つに更新不整合に関する研究がある。この問題の解
決法の・つに，関数従属や多値従属と呼(まれる関係の意味論的な制約を用いた関係スキーマの正規化
による方法がある。
F むよ」般に，手IJ用書が関係R で、成立っと指定した関係従属の集.合F と多値従属の集合M に対し，
びM の制約を満たしつつ R がどのように変更されでも常に成立つ関数従属や多値従属でF やM には属
• 
、ー-さないものが存在しうる。正規化の過程にむいてはこのような従属をも考慮しなければならない。
のような新たな従属のすべてを F およびM から構文的に求める完全な推論規則が既に知られている。
多値従属に関する基本的かつ重要な二つの判定問題を考察している。
属性集合U t..の関数従属の集合F と多値従属の集合M が与えられて，ある任意に指定された多
値従属が推論規則を用いて F と M から導出されるかどうかを判定する H寺間複雑度が o (m i n [ k1 IU 1 , 
1 FUM 11 つ)の手続きをノ示している。ここで\
本論文では司
① 
1 U I は U の要素の個数，k は F と M 内の従属の個数，
1 FUM 11 は F と M 内の従属に現われる属性の(重複も勘定した)総個数である。
F と M 内のすべての従属に従② 
う任意の関係の U' 上への射影で得られる関係において，自明でない多値従属が成立つかどうかを判
定する時間複雑度がO(ド・ mi n f k 2 I U I , 1 F U M 1 2))の方法を示している。ここで，
M およびU の任意の部分集合 U' が与えられて，①における F ，
i は F と M
と共通部分をもつものの個数である。内のすべての従属の左辺によるプール閉包の極小集合族でU'
??A吐
論文の審査結果の要旨
本論文は関係データモデルにわける多値従属性に関する二つの基本的な問題を考察し，それに対す
るすぐれた解法を与えている。前半では 多値従属を考慮する種々の問題のなかでもっとも基礎的で
重要な問題， 「関数従属の集合と多値従属の集合とが与えられたとき，これらの従属に従うすべての
関係が別に与えられた多値従属に従うか否か」の判定問題に対して，判定に要する計算量が，問題の
記述の長さの高々 2乗に比例する解法を提案し証明している。同時期に，独立に Beeri により撮案さ
れた計算量が高々 4乗に比例する方法と比較して，時間効率と単純さにおいてすぐれている。後半で
は，関数従属の集合，多値従属の集合，属性集合の部分集合U が与えられたとき，これらの従属に従
うすべての関係のU の上への射影で得られる関係が，自明でない多値従属に従うか否かの判定問題に
対し，計算効率のよい解法を与えている。これは関係スキーマの第 4正規形への分解問題に応用でき
有用である。これらの結果は関係データベースの理論に貢献するものであり，博士論文に値すると認
められる。
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